
保育室は普段通りの生活ができるように現場復
帰しましたが、中にはわくわくでの展示をその
ままにしている部分もあります。子どもたち同
士で当日や作品の話をする姿もありました。

当日、「剣欲しいな〜。作りたいな〜。」とお
父さんや保育者に話していたRくん。どうしても
この剣が欲しいけど、展示してある作品なので
貰うことは叶わず。「月曜日に作ろうか！」と
話すと、欲しい気持ちを少しだけ我慢したよう
な様子でした。

そして今日、出勤した私を見ると「剣、作ろう
よ〜」と声をかけてくれたので、遊戯室に行
き、どの剣が作りたいのか、どんな風に作られ
ているのか確認しました。材料を揃え、実物の
写真を見ながら、自分のイメージを形にしてい
きます。

遊戯室で見たものよりもはるかに大きな剣が出来上がり
ましたが、本人は大満足の様子。「見て見て〜！」と言
いながら剣をお披露目し、自作の剣で遊ぶRくんでし
た。
わくわくミュージアムは大人だけでなく、子どもたちに
もいい刺激になっていたのだなと思います。これからが
楽しみです(^^)

剣が作りたくてしかたなかった！
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本日のねらい・内容
土曜日はわくわくミュージアムへのご来場ありがとうございました。子どもたちのこれまでの作品や姿
を通して、保護者さんと対話することができ、とてもいい時間になりました。
これからも子どもたちのことを皆さんとお話ししていけたらと思います。

成長の視点

今後の展開


	剣が作りたくてしかたなかった！

